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はじめに

　紀元前に遡れるほどの長い歴史を持つエチオピア
連邦民主共和国（以下エチオピア）では，舞踊と音
楽は，宗教やコミュニティでの儀式等，さまざまな
場面において重要な位置を占めてきた。
　本研究の目的は，今日のエチオピアにおける舞踊
の特性を明らかにした上で，それらの特性が，舞踊
家による表現にどのような形で表れているのかにつ
いて，モーションキャプチャを用いて舞踊動作を数
値化し，検証することである。その目的のためにエ
チオピアにおいて人類学的なフィールドワークを行
い，モーションキャプチャを利用してエチオピアの
舞踊をデジタル記録し，その記録をもとにエチオピ
ア人舞踊家や演奏家への聞き取り調査を行った。
　これまで筆者らは，世界に先駆けてアフリカ（ガ
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　本研究の目的は，今日のエチオピアにおける舞踊の特性を明らかにすることである。エチオピアの舞踊
は，元来，地域の共同体の中で伝承されてきた。今日では，若者の欧米文化への偏重傾向等により伝統的
な舞踊や音楽が演じられる機会は減ってきているが，国立劇場に所属する舞踊団や，民間の舞踊団によっ
て舞踊が伝承されている。本研究では，エチオピアの舞踊の特性を明らかにするためにエチオピアで人類
学的フィールドワークを行い，エチオピア北部の舞踊ウォロ，中西部の舞踊グラゲ，南部の舞踊コンソ，
東部の舞踊ソマリ，中南部の舞踊オロモの計５種類について，モーションキャプチャを利用してデジタル
記録を作成し，特に肩と腰の速度変化，肩と腰のラインの角度変化，腕とひざの動きに関する解析を行い，
解析結果について現地舞踊家への聞き取り調査を行った。その結果，各舞踊の基本的な動作の特性が明ら
かになり，さらに，特定の部位のみを強調すると考えられていた舞踊であっても全身を用いた多彩な表現
が行われていることが明らかになった。また，解析結果をもとにした聞き取り調査を行うことで，各舞踊
における動作特性や，望ましいとされる動作について，より一層の把握が可能となった。
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ーナ，ナイジェリア，タンザニア，ケニア）の舞踊を
対象にモーションキャプチャを利用してデジタル記
録を行ってきた（遠藤 １９９９， ２０００， ２００１， ２００５）。筆
者らはアフリカにおいて人類学的なフィールドワー
クを行いながら，デジタル記録を解析し，多面的に
考察し，学会報告，論文，著書として成果を公表し
てきた（遠藤他 ２０１４）。本研究は，筆者らが継続的
に行ってきた研究の中に位置づけられるものである。
　本研究で取り扱うデータは，エチオピアにおける
人類学的フィールドワーク（遠藤：１９９８年１１月，１９９９
年９月，２００６年８月，２００７年８～９月，遠藤・野田：
１９９６年８月，１９９７年９月，１９９９年９月，２００４年，相
原・野田：２０１４年８月～９月，２０１５年９月，２０１６年
９月）で得られた成果および，２００８年１１月にエチオ
ピア国立民族舞踊団を日本へ招聘し，モーションキ
ャプチャを利用して記録したデジタルデータである。
　エチオピアの舞踊を研究する意義は，第１に，人
類における舞踊の全体像を理解できるようになるか
らである。アフリカにおいて，舞踊は，情報伝達手
段として発達したといわれている。寒川（１９９１： 
７９）が「これまでのスポーツ研究は，有文字民族の
スポーツだけを対象にしていたが，時代をさかのぼ
ればさかのぼるほど，文字を持った地域は少なくな
っていく。有文字民族のスポーツだけを扱うのでは，
全体を見渡せない状況におかれている」と述べてい
るように，無文字社会の舞踊を知らなければ，舞踊
の全体を理解することはできない。そのような関心
のもと，筆者らは，アフリカ各地の舞踊を対象とし
て，舞踊の保存や伝承に関する調査研究や，モーシ
ョンキャプチャを用いた舞踊特性の解明等の研究を
行ってきた。しかしエチオピア北部では，紀元前か
ら今日に至るまで文字を有しており，一方，南部で
は西洋文化が流入するまでは文字を有していなかっ
た。ゆえに筆者らは，エチオピアの舞踊の研究をも
とに，アフリカの無文字社会における舞踊の調査研
究と比較可能な研究成果を得られることになると考
えた上でエチオピアでの調査を行ってきた。よって，
本研究を通じてアフリカの舞踊に関する研究をさら

に深化することができ，さらには舞踊の全体をより
いっそう理解することへと繋げられると考えられる。
　本研究の第２の意義として，アフリカをルーツと
する現代の芸術を深く理解できるようになることが
挙げられる。特にエチオピアの場合，ラスタファリ
運動の聖地とされたこともあって，レゲエ音楽等，
今日の芸術への影響は大きいと言える。川田が「黒
人アフリカ世界が，音楽やダンスや造形美術の面で
『西洋近代』が失っていたものを示し，刺激を与えて
きた」（川田 １９９９： ４１２）と指摘するように，アフリ
カの舞踊や美術を知ることは，現代の舞踊や美術を
深化して理解することに繋がる。また，塚田（２０００）
は，アフリカの伝統的な音楽を知ることで，無自覚
のうちに身に着けてしまった西洋音楽にもとづく
「音楽についての常識」を解体し，価値観を相対化
させることができるとしているが，この点は舞踊に
ついても同様であると言えるだろう。
　以上を踏まえて，本稿では以下について述べる：
Ⅰ　エチオピアの自然・社会・文化・歴史，Ⅱ　先
行研究，Ⅲ　エチオピア国立劇場と国立舞踊団，
Ⅳ　エチオピアの舞踊解析，Ⅴ　解析結果に関する
聞き取り調査と考察。

Ⅰ　エチオピアの自然・社会・文化・歴史

　エチオピアでは海抜４２６０mからマイナス１１６mに
及ぶ高度の変化があり，地域によって気候の差が大
きく，高度差から生じる気温の差は５０度近くになる。
エチオピアは，海抜約１８００mを境として低地と高地
に分けられている。低地ではほとんど雨が降らず，
砂漠気候や乾燥サバンナ気候に分類される。一方，
高地は１年中高原性気候である。６月中旬から雨季
となり，１０月からは乾季が始まる。また，雨季の気
温の上がらない季節を冬としている。
　エチオピアの現在の首都はアディス・アベバであ
り，国土面積は１０９.７万km2，人口は約９９３９万人であ
る１）。エチオピアは，アムハラ人，オロモ人等多く
の民族が存在する多民族国家である。エチオピアの
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言語はアムハラ語，オロモ語等が代表的であるが，
多様な民族構成から，エチオピアには１００を越す言
語が存在すると言われている（小森・米田 ２０１４）。
　２０１４年のエチオピアの国内総生産（GDP）は５３６
億米ドルであり，GDPをもとにした経済成長率は
１０.３％，物価上昇率１１.０％，失業率１６.５％となってい
る。エチオピアの主要な産業は農業であり，おもな
農作物は穀物，豆類，コーヒー，油糧種子，綿，サ
トウキビ，ジャガイモである。おもな輸出品は，コ
ーヒー，金，革製品，油糧種子であり，おもな輸入
品には，石油，石油製品，化学製品，機械類，自動
車，穀物・穀類，繊維が挙げられる。
　エチオピアの代表的な作物として，テフとエンセ
ーテを挙げることができる（重田・金子 ２００７）。テ
フは，おもにエチオピア北部高地で栽培されている。
テフはエチオピアの主要穀類の１つであり，エチオ
ピア以外の地域で栽培されていた記録はない（阪
本 １９８８）。テフの収穫期の１１月頃になると，穂に直
径約１～１.５mmの種子を付ける。この種子を粉末
状にしたものが，エチオピアの主食である「インジ
ェラ」というクレープに似た食べ物の材料となる。
一方，エンセーテは，おもに南部高地で栽培されて
いる。エンセーテはバナナの近縁種であり，バナナ
に似た実を付ける。しかし食用とされるのは実では
なく，偽茎に大量に含まれるデンプンである。加水
した偽茎のデンプンを発酵させ，これを丸い形に整
えて焼くことで「コチョ」と呼ばれるパンのような
食べ物ができあがる。テフやエンセーテは，近年で
は国内消費だけではなく，海外にも輸出されるよう
になってきている。
　エチオピアの歴史について，本研究ではそれらす
べてを記述せず，今日のエチオピアの社会や舞踊と
関わりを踏まえてエチオピアの近代以降について概
観する。１９世紀にイギリス軍による攻撃を受け，イ
ギリス軍が去った後はスーダン，イタリアの侵略を
受けているが，１８９６年の「アドワの戦い」において
イタリア軍を破っている。１９３６年にはイタリアの侵
攻を受け，イタリア領東アフリカとして５年間イタ

リアの占領下に置かれたが，イギリスに亡命してい
た皇帝ハイレ・セラシエ１世がイギリスの支援を受
け，１９４１年に帰還しエチオピアを再建した。１９７４年
に革命によって帝政は倒され，メンギスツ・ハイ
レ・マリアム大統領によって一党独裁の社会主義政
権が樹立された。社会主義政権は１９９１年５月まで続
いた。１９９５年には第１回国政選挙が実施され連邦制
共和国が成立した。２０１２年８月に約２０年エチオピア
を率いたメレス首相が死去，当時，副首相兼外相で
あったハイレマリアム・デサレンが首相に就任し，
現在に至っている。

Ⅱ　先行研究

　エチオピアの舞踊研究は，マーティン Martin
（１９６７）とサロシSarosi（１９７０）の研究から始まったと
いっても過言ではない。彼らは，エチオピアの様々
な地域を旅行しながら民族の舞踊と音楽を記録し，
比較検討した。またヴァダシィVadasy（１９７０， １９７１， 
１９７３）も，マーティンが行った比較方法をもとに詳
細な舞踊分析を行った。例えば“Ethiopian Folk-
Dance”（Vadasy １９７０： １１９-１４６）では，アムハラ人の
舞踊であるエスケスタeskestaについて，地域や民
族の相違によるエスケスタ，移動方向（前後，左右
等）の違いによるエスケスタ，肩の動かし方の相違
によるエスケスタの３つに分類し，その特性として，
①基本的に一人で踊るというソロ性，②はじめはゆ
っくりで徐々に速く盛り上がるクレッシェンド性，
③どちらが速く肩を動かせるか，どちらが高く飛び
上がれるかを競いあう競合性という３点を指摘して
いる。さらにヴァダシィは，アムハラ人とグラゲ人
の舞踊を比較し，両者に競合性とソロ性がみられる
理由として，環境の類似性に着目している（Vadasy 
１９７１： ２０２-２１７）。また，キンバリンKimberlinは，エ
チオピアでのフィールドワークをもとに，音楽家の
社会的地位や楽器の種類，エチオピア正統テワヒド
教会における礼拝，エチオピアと日本の音楽の類似
性，音楽テキストと政治やイデオロギーとの関係，
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長時間の楽器演奏と舞踊における観客と音楽家との
関係等，さまざまな観点から舞踊に関する考察を行
っている （Kimberlin １９８０， １９８６）。
　次に，エチオピアの舞踊と社会に関する研究につ
いて概観する。松田（１９９２）は，長年にわたるフィ
ールドワークをもとにエチオピア西南部の採集民コ
エグKoeguの生活様式と若者の歌や舞踊にスポッ
トをあて，一連の舞踊を「儀礼的なドラマ」として
とらえ，舞踊の形態と歌が３段階に変遷しながら１
つのメッセージを作っていく過程を考察している。
池田２）（２０００）は，グラゲ地方での調査をもとに，
舞踊は神への祈りとして重要であることや，農作業
や生活動作の観察結果から，エンセーテの葉から繊
維質を取り出す動作と舞踊との関り等，ヴァダシィ
の研究に欠けている点を分析している。バーバリッ
チ（１９９８）は，さまざまな地域における舞踊特性を
検討している。川瀬（２００７）は，北ゴンダール
Gondarにおけるアズマリ・ベット（居酒屋の一種）
におけるパフォーマンスと日々の音楽活動，農耕労
働とのかかわり等を研究している。
　また，遠藤（２００１， ２００４）は，エチオピアにおい
て数度のフィールドワークを行い，その結果以下の
点を明らかにしている。①エチオピアの舞踊は，ア
ディス・アベバがあるショア地方を中心にして北部
と南部地方とわけてその特性を述べることができ，
北部地方は主に上半身，中でも肩を中心に動かすエ
スケスタであり，南部地方は主に下半身を中心に動
かしジャンプする舞踊と大雑把に分けることができ
ること，②エチオピア北部の自然環境（タナ湖やテ
ィシサット瀑布等，豊富な水の恵みがある）やエス
ケスタの練習時に発せられる水にかかわる言葉，さ
らにエスケスタを実践して得られる身体感覚から，
エスケスタは，水の動き，波，雨等の動きをシンボ
リックに表現し，自然の恵みに感謝しているのでは
ないか，等である。
　これらの先行研究を踏まえつつ，筆者らは，モー
ションキャプチャを利用して，エチオピアの舞踊は
じめアフリカ（ナイジェリア，ガーナ等）の舞踊をデ

ジタル記録し，人類学的なフィールドワークを行い
ながら，データを解析，多面的に考察し，著書とし
て公表している（遠藤他 ２０１４）。ナイジェリア，ガ
ーナの舞踊動作の解析については，モーションキャ
プチャによって収録された舞踊動作のデータを用い
て，舞踊家の表現におけるポリセントリックな動作
が存在することや，その表現方法について検証した。
本研究においては，肩と腰の動作に加え，ひじ，ひ
ざの動作についても検証することを通じてエチオピ
アの舞踊の動作特性を明らかにすることで，これま
で行ってきた研究を発展させることを目指している。

Ⅲ　エチオピア国立劇場と国立舞踊団

　本研究においては，エチオピア国立劇場の国立舞
踊団ディレクターや舞踊家からの調査協力を得てい
る。
　エチオピア国立劇場は，１９４６年，オーケストラに
よる音楽等を上演する場として発足した。現在の国
立劇場は，ハイレ・セラシエI世劇場として１９５５年
に建設されたものである。当時，エチオピアでは急
激な国際化により，人々は，映画，テレビ，ラジオ，
雑誌を通じて東洋や西洋の影響を受けていた。民族
音楽や舞踊もロックンロール等の影響を受けていた
ことから，エチオピアの芸術家や知識人たちは，伝
統的なエチオピアの舞踊や音楽の保護と次世代への
継承を企図するようになった。その目標のために国
立劇場が建設され，今日も民族音楽や舞踊の上演や
継承が行われている（遠藤 ２００４）。
　２００１年以降，国立劇場は，若者・スポーツ・文化省
（MINISTRY OF YOUTH, SPORTS & CULTURE 
OF ETHIOPIA）によって制定された方針のもとで
運営されている３）。国立劇場には，２０１５年９月の時
点で，モダンダンス，音楽，舞踊（Cultural Dance 
Part）の３つのパートが存在し，定期公演や，新年
を祝うイベント等での上演を行っている。舞踊のグ
ループには４０名の団員が所属しており，その内訳は，
男性舞踊家１０名，男性演奏家１０名，男性歌手７名，

立命館産業社会論集（第５２巻第３号）96



女性舞踊家８名，女性歌手５名である。舞踊団は毎
日練習を行い，定期公演に臨む。それ以外には，政
府からの要請に応じて，企業やホテルで行われる政
府系イベントや海外公演も行っている。
　国立劇場における上演演目は，エチオピアが多民
族の共存を国家形成の基礎としていることを反映し
たものとなっている。その例として，２０１６年９月１０
日と１１日，国立劇場にて行われたエチオピアの新
年４）を記念する公演を挙げる。公演では，以下の９
演目が上演されている：①Enkutatash（アディス・
アベバの舞踊）②Kemesa（オロモの舞踊）③Kaffa
（カファの舞踊）④Gojjam（ゴッジャムの舞踊）⑤
Somali（ソマリの舞踊）⑥Tigrigna and Tambene
（ティグレの舞踊）⑦ Konso（コンソの舞踊）⑧
Gamo（ガモの舞踊）⑨Gurage（グラゲの舞踊）。

Ⅳ　エチオピアの舞踊解析

　本研究においては，モーションキャプチャにより
収録したデータをもとに舞踊動作の分析を行う。デ
ータの収録にあたっては，２００８年１１月に来日した国
立舞踊団のディレクターに対し聞き取り調査を行い，
地域や民族を考慮した上で代表的な５つの舞踊演目
を選んでもらい，各演目における典型的な２つの動
作を選んでもらうことにより収録演目を選定した。

Ⅳ・１　舞踊動作の収録
　２００８年１１月，立命館大学衣笠キャンパスのアー
ト・リサーチセンターにおいて，モーションキャプ
チャを用いて舞踊動作の収録を行った。舞踊動作の
収録では，専用のスーツに３２個のマーカーを取り付
け，それぞれのマーカーの軌跡を１２台のカメラを用
いて追跡し，モーションアナリシス社のソフト
「EVarT 4.2」を用いて記録と編集を行った。

Ⅳ・２　被験者
　被験者はエチオピア国立劇場に所属する団員４名
で，その内訳は，男性２名，女性２名となっており，

全員が舞踊家である。これら舞踊家４名のプロフィ
ールについては以下のとおりである。
①男性A
　北部のティグレ州出身。身長１７５cm，体重５７kg。
舞踊団に所属する前の舞踊経験は４年，舞踊団には
２年所属。
②男性B
　南部諸民族州のグラゲ地方出身。身長１７５cm，体
重６０kg。舞踊団に所属する前の舞踊経験は１３年，舞
踊団には１０年所属。
③女性C
　北部のアムハラ州出身。１７０cm，５０kg。舞踊団に
所属する前の舞踊経験は４年，舞踊団には２年所属。
④女性D
　南部諸民族州のグラゲ地方出身。身長１６５cm，体
重５７kg。舞踊団に所属する前の舞踊経験は４年，舞
踊団には３年所属。

Ⅳ・３　演目
　収録した演目は，ウォロ２種，グラゲ２種，コン
ソ２種，ソマリ２種，オロモ２種であり，収録・解
析を行った舞踊の概要は以下のとおりである。
Ⅳ・３・１　ウォロ
　エチオピア北部，ウォロ地方のアムハラ人の間で
伝承されてきた舞踊である。ウォロの舞踊は男性が
牧畜のスティックを持って踊る。女性も男性も，肩
の動き等を強調するエスケスタを中心に踊る。
Ⅳ・３・２　グラゲ
　グラゲは，首都アディス・アベバの南に位置する
地方等で生活している民族の名前である。グラゲの
舞踊では，脚が最もよく使われる。ひざを胸に付け
るように高く蹴りあげて体を前傾させながら踊った
り，脚のリズムに合わせ，顔に水をかけるように手
をたたきながら踊ったりする。これらの動きは，彼
らが穀物を脱穀するときの動作に由来していると言
われている。
Ⅳ・３・３　コンソ
　エチオピア南東の小さな村々に住むコンソ人に伝
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わる舞踊である。コンソ人は山岳地帯に集落を形成
しており，周辺の他の部族とは異なる独自の文化を
持っている。コンソ人の舞踊は，肩，ひじ等の動作や，
巧みなひざの動きに特徴があると言われている。
Ⅳ・３・４　ソマリ
　エチオピア東部とその隣国ソマリアに広く分布す
る，ソマリ人に伝わる舞踊である。彼らはラクダを
連れて水場を移動する遊牧民である。彼らの舞踊は，
腕を前後左右に大きく伸ばす動作や，腕と脚を同時
に使ったリズミカルなジャンプが特徴的である。
Ⅳ・３・５　オロモ
　オロモはエチオピアで最も大きい民族のひとつで
ある。オロモの人々はエチオピア中南部の広範囲に
渡って居住しており，居住地域によりアルシ・オロ
モArsi Oromo，ショア・オロモShewa Oromo，ウ
ォラガ・オロモWelega Oromo，バレ・オロモBale 
Oromo等に細分される。本研究では，アルシ・オ
ロモとショア・オロモの舞踊動作を分析している。
アルシ・オロモは，エチオピアの中央からやや南東
に位置する地域に住む人々である。アルシの女性舞
踊家は，首から上を激しく八の字に振り回すことに
より髪を振り乱すことを通じて女性らしさを表現す
る。アルシ・オロモ，ショア・オロモともに，牧畜
で使うスティックを用いた動きが舞踊動作の中に取
り入れられている。

Ⅳ・４　解析
　A.ローマックスは，通文化的に舞踊動作をみる際，
胴体が１つのユニットとして，あるいは複数のユニ
ットとして扱われているかを論じている（Lomax 
１９６９）。複数のユニットとして胴体を扱う例につい
て，ローマックスは，上半身を固定しつつ，下半身
の骨盤，腰，腹部周辺を動かすという動作を挙げて
いる。これまで筆者らは，ローマックスの考えをも
とに，ナイジェリアやガーナの舞踊動作について，
特に肩と腰の動きに着目してモーションキャプチャ
データの解析を行ってきた（遠藤他 ２０１４）。
　それを踏まえ，本研究における舞踊動作の解析に

おいては２つの点に着目する。１点目は，舞踊家が
身体，特に胴体をどのように動かしているかである。
２点目は，各舞踊家の表現方法の違いである。それ
らを明らかにするため，各舞踊家の肩と腰の動きに
ついて，各部位の速度変化と角度変化に着目して解
析を行った。
　肩と腰の速度変化については，左右の肩，左右の
腰に取り付けた計４個のマーカーの軌跡をもとに，
マーカーの移動距離を時間で除算することで秒速を
算出した。角度については，正面から見た肩の角度
変化（数式１）と，腰の角度変化（数式２）を算出
した。　

 

　

 

　
　また，エチオピアの舞踊においては腕やひざの動
きも重要となるため，左右の両ひじ，両ひざの計４
か所についても，各部位の動きを把握するために速
度を算出している。これらの速度についても，肩と
腰の各マーカーの速度と同様，マーカーの移動距離
を時間で除算することによって算出している。
　このようにして，収録した５演目について，各舞
踊家の肩，腰，ひじ，ひざの速度変化と角度変化に
ついての分析結果をまとめた。表１，表２（産社論
集５２-４号に収録）は，各被験者の舞踊動作の分析
結果について男女別にまとめたものの一覧表である。

Ⅴ　解析結果に関する聞き取り調査と考察

　２０１４年９月１５日および２０１６年９月８日，アディ

数式１　正面から見た型の角度変化の計算式

LS：左肩マーカー　RS：右肩マーカー
xyzは各マーカーの三次元座標

θw=tan−1
LA−RA

√(LA−RA)2+(LAz−RAz)2

数式２　正面から見た腰の角度変化の計算式

LA：左腰マーカー　RA：右腰マーカー
xyzは各マーカーの三次元座標
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ス・アベバにおいて，舞踊動作のデジタル記録（三
次元映像）や解析結果についての聞き取り調査を行
った。調査対象者は，国立舞踊団所属の対象者 S
（男性・２０１４年当時２４歳・舞踊家）および対象者 Z
（男性・２０１４年当時４２歳・太鼓演奏者）である。調
査は以下のような手順で行っている。まず各演目に
ついて，男性，女性それぞれの舞踊動作のデジタル
記録を見せる。次に，各舞踊の動作における特性や
重要な点について質問し，最後に，各舞踊の特性や
重要な点を踏まえた上で，各舞踊家の解析結果に関
する質問を行っている。

Ⅴ・１　男性による各舞踊動作に関する聞き取り調
査と考察

　男性の各舞踊動作に関する聞き取り調査の結果お
よび考察は以下のようになった。
Ⅴ・１・１ウォロ
　対象者S，Zによると，ウォロa，ウォロbともに，
舞踊動作の特性に即した動きをしているのは男性B
である。ウォロa，bの重要な点は，首，肩，腕の動
作であり，男性Bは，基本に忠実な舞踊動作をして
いるとのことであった。解析結果を見ると，ウォロ
aにおいては，男性Bの方がひじの動きが大きいと
いう結果が出ている。また，解析より，ウォロbに
おいて男性Bは男性Aより全体的な動きは小さいが，
速度の振幅にムラがなく一定のリズムでの動作を保
っていることがわかる。
Ⅴ・１・２　グラゲ
　対象者S，Zによると，グラゲaにおいて舞踊動作
の特性に即した動きをしているのは男性Bであり，
その理由として，脚の動きが良いことを挙げている。
グラゲaの重要な点は，肩と脚の動きである。解析
結果を見ると，肩の速度は男性A，Bとも同じ水準
だが，ひざの速度では男性Bの方が速く，解析によ
って対象者S，Zの評価を裏付けることができる。
　次にグラゲbにおいては，対象者S，Zによると，
もっとも重要なのは肩と脚の動きであり，次に全身
の動きが重要となる。これらを踏まえ，全身の動き

が良いという理由で，グラゲbにおいても男性Bの
動きが舞踊動作の特性に即していると評価している。
解析結果を見ると，速度では男性Aの方が肩とひざ
の動きにおいて男性Bより速いが，角度変化を見る
と，男性Bの方が肩の動きが大きいことがわかる。
Ⅴ・１・４　コンソ
　対象者S，Zによると，コンソa，bとも，舞踊動
作の特性に即した動きをしているのは男性Bであり，
その理由は，脚，胸，首，腕の動きが良いからであ
る。コンソa，bとも，もっとも重要な点は脚と腕の
動きであり，次に胸と首の動きが重要になるとして
いる。解析結果を見ると，男性Bの方は全体的に速
度が速く，胴体の動作も大きいことから対象者S，Z
のコメントを裏付けることはできる。ただ，コンソ
bにおいて，男性Aが同じ調子で踊り続けたのに対
し，男性Bは途中で大きな動作を入れていることか
ら，表現方法の差が評価に繋がった可能性がある。
Ⅴ・１・５　ソマリ
　対象者S，Zによると，ソマリaにおいて舞踊動作
の特性に即した動きをしているのは男性Aであり，
その理由は，ソマリaでは，男性Aがソマリaの重
要な点である腕と肩のムーブメントをきっちり行え
ているからであるとしている。解析結果を見ると，
男性Bの方が肩とひじの速度が少し速いことはわか
るが，それ以外では，肩とひじについては，目立っ
た差は見いだせなかった。また，男性Aの方がグラ
フの振幅が一定であることから，リズムや動作を一
定に保てたことが評価に繋がった可能性もあるが，
この点については，さらなる検証を要する。
　次に，対象者S，Zによると，ソマリbにおいて
も，舞踊動作の特性に即した動きをしているのは男
性Aであり，その理由は，ソマリbにおけるもっと
も重要な点は腕と肩の動きで，次に脚の動きが重要
であり，男性Aの方が，腕，肩，脚の動きが良いか
らであるとしている。解析結果を見ると，男性Aと
男性Bとでは，ひじの速度において明確な差が出て
おり，肩の速度でも男性Aの方が速いことから，対
象者S，Zのコメントを裏付けることはできる。な
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お，角度変化については男性Bが少し体を傾けてい
ることによりグラフが全体的にマイナス寄りになっ
ているが，角度変化の幅において大差はない。一方，
ひざの速度を見ると男性Aと男性Bとの間に明確な
差はなく，しかも両者とも右ひざと左ひざとでは異
なった表現をしていることから，ソマリにおける脚
部の表現については，さらなる調査を要すると考え
られる。

V・１・６　オロモ
　舞踊動作を記録した２種類のオロモの舞踊動作に
ついて，オロモaはショア・オロモ，オロモbはア
ルシ・オロモの動作である。対象者S，Zによると，
オロモaにおいて，舞踊動作の特性に即した動きを
しているのは男性Bであり，その理由として，男性
Bは，オロモaで重要とされる脚，胴体，腕，首と
いった全身を用いた激しい動きができており，途中
でしゃがむポーズをきっちり行えていることを挙げ
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表１　男性A，男性Bの解析結果

男性B男性A
肩と腰を穏やかに動かす。肩の速度が腰の速度よりも少し速
い。肩の角度変化と腰の角度変化が同調している，ひじの速
度の方がひざの速度よりも速い。

肩と腰を穏やかに動かす。肩の速度が腰の速度よりも速い。
肩の角度変化と腰の角度変化が同調している。ひじの速度の
方がひざの速度よりも速い。

ウォロ
a

肩と腰を小さく穏やかに動かす。ひじとひざの動きも遅い
が，右ひじ，右ひざの方が，左ひじ，左ひざよりも速く動く。

肩の速度の方が腰の速度よりも速い。肩の角度変化と腰の角
度変化が同調しておらず，肩の角度変化が大きく，腰の角度
変化は少ない。ひじ，ひざともに速く動かしており，ひじの
動きの方が速い。

ウォロ
b

肩と腰を，同じような速度で穏やかに動かす。肩と腰の角度
変化はともに小さく，同調傾向があるが，肩の角度変化の方
が大きい。ひじ，ひざ，どちらも同じ程度の速度で，速く動く。

肩と腰を，同じような速度で穏やかに動かす。肩，腰とも角
度変化が小さい。ひじが速く動くのに比べ，ひざの速度は遅
い。

グラゲ
a

肩と腰を同じような速度で動かす。肩の角度変化が大きく，
腰も肩ほどではないが角度変化が生じる。肩と腰の角度変化
に同調傾向のない箇所が生じている。両方のひじとひざを速
く動かすが，ひじの方が少し速い。

肩と腰を同じような速度で動かす。肩は角度変化に乏しく，
腰は一定のリズムで角度変化している。両方のひじとひざを
同じような速さで動かす。

グラゲ
b

肩，腰とも同じような速さで動かす。大きくはないが，肩と
腰の角度変化が生じているのがわかる。ひじとひざも速く動
くが，ひじの方が少し速い。

肩，腰とも同じような速さで速く動かす。肩，腰とも，角度
変化には乏しい。ひじ，ひざも，同じような速さで動かす。

コンソ
a

肩と腰を同じような速さで穏やかに動かしているが，途中
で，肩と腰を速く動かす動作が入る。肩，腰ともに角度変化
は大きくない。ひじ，ひざも途中で速く動かしたことを読み
取れる。左ひざと右ひざとの波形が異なることから，左右の
ひざが異なった動きをしている。

肩と腰を穏やかに動かす。速度では肩のほうが腰よりも少し
速め。肩は角度変化がほとんどないが，腰の角度変化は発生
している。両ひじの速さは同じ程度だが，左ひざと右ひざの
速度や波形が異なることから，左右のひざが異なった動きを
していることが読み取れる。

コンソ
b

肩の速度の方が，腰の速度よりも速い。肩の角度変化の方が
大きく，腰の角度変化は小さい。ひじの方がひざよりも速く
動いており，右ひじの方が，左ひじよりも速く動いている。

肩，腰とも同じようなゆっくりした速度だが，肩，腰の角度
変化が大きく，同調しているため，穏やかにゆっくりと胴体
を動かしていることが読み取れる。ひじの速さはそれほど速
くない一方，ひざを速く動かしている。

ソマリ
a

肩と腰を穏やかに大きく動かす。速度では肩の方が腰よりも
速い。肩と腰の角度変化は同調しており，変化の幅も大き
い。肩の角度変化の方が，腰の角度変化よりも大きい。ひ
じ，ひざの動きはあまり速くないが，右ひざのみ少し速くこ
とから，左右のひざが異なった動きをしている。

肩と腰を穏やかに動かす。速度では肩の方が腰よりも速い。
肩と腰の角度変化は同調しているが，変化の幅は大きくな
い。両ひじを速く動かす一方，ひざも動かすが，速度は速く
ない。右ひざと左ひざとの波形が一致せず，左右のひざが異
なった動きをしている。

ソマリ
b

速度変化から，肩を速く動かしている。腰も動いているが，
肩ほど速くはない。角度変化を見ると，肩と腰を一様に大き
く動かしていることと，４，５回に一度の割合で，大きな動
作を入れている。ひじ，ひざとも速く動かしている。ひじの
動きの方が速い。

速度変化から，肩と腰を穏やかに動かしている。肩の角度変
化から肩を大きく動かしていることや，腰の角度変化から肩
ほどではないが腰も動かしている。肩と腰の角度変化の波形
に異なる部分があり，胴体を一様に動かしていない部分があ
る。ひじとひざも動かしているが，速くはない。

オロモ
a

肩と腰を速く動かしているが，肩と腰の角度変化が小さく，
小刻みで速い動きである。ひじ，ひざの速度を見ると，左右
のひじ，ひざすべての動きが速いが，波形は同調しており，
左右の動きに大きな差がない。

肩と腰を速く動かしているが，肩と腰の角度変化が小さいた
め，小刻みで速い動きである。右ひじと右ひざの動きが速
い。左ひじと左ひざ，右ひじと右ひざの速度変化の波形は同
調している。右ひじ，右ひざ側の動きが大きい。

オロモ
b



ている。対象者Zによると，オロモaの動きは，ス
ティックを持ちながら体をかがませたり起こしたり
する力強い動作に特徴があり，男性Bの動作はこの
特徴に見合っているとのことである。解析結果を見
ると，男性Bの動作は，男性Aより肩と腰の速度が
速く，角度変化も大きいことから，対象者S，Zのコ
メントを裏付けることができる。
　次に，対象者S，Zによると，オロモbで，舞踊
動作の特性に即した動きをしているのは男性Aであ
るという。その理由として，オロモbにおいては右
半身の腕と脚を使った動きが重要であるのだが，男
性Bは全身を用いて表現してしまっており，結果的
にオロモbの基本に沿った舞踊動作をできている男
性Aの方が優れているとのことであった。解析結果
を見ると，男性Aの場合，右ひじと右ひざの速度が
左ひじと左ひざの速度に比べて明らかに速いが，男
性Bでは，左右のひじ，左右のひざの速度について，
男性Aで現れたような差がないことがわかる。この
ことから，対象者S，Zのコメントを裏付けること
ができる。
Ⅴ・１・７　男性の舞踊に関する全体的傾向
　以上が男性の舞踊に関する聞き取り調査である。
また，解析結果に関する聞き取り調査の中で，解析
では胸よりも腰の方が動いていると判断されるもの
については，実際は脚の動きが良いのであって，そ
れにより解析の数値上では，腰の動きが大きく見え

るという結果になったのではないか」というコメン
トが得られた。
　対象者S，Z両氏の見解では，エチオピアの舞踊
では男性が腰の動きを強調することはほとんどなく，
いくつかの解析において，腰の動きが大きいという
結果が出たのは，脚の動きの影響であるとのことで
あった。また，両ひじと両ひざの動きも算出したこ
とを通じて，肩や首を強調する場面であっても，両
腕や両脚も常に動かしながら，全身を用いて多彩な
表現を行っていることが明らかになった。
　また，各舞踊動作において強調すべき部位，重視
すべき部位が明確に決められていることが明らかに
なった。ただ，それらの強調・重視すべき部位につ
いて，大きく動かすのか，速く動かすのか，一定の
リズムで動かすのか，という点については，舞踊動
作ごとに評価の基準が異なる可能性も示唆されたた
め，今後，さらなる検証を要することとなった。

注
１） 外務省ホームぺージを参照。
２） 本稿執筆者，野田章子。執筆時は旧姓。
３） “MINISTRY OF YOUTH, SPORTS & CULTURE 
OF ETHIOPIA”ホームページ参照。

４） エチオピアでは独自の暦を用いており，西洋暦
で９月初旬から中旬の頃に新年を迎える。 
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Abstract : This study aims to clarify the characteristics of today’s Ethiopian dances. In Ethiopia, traditional 
dances have been handed down from one generation to the next within local communities. Nowadays, there 

are fewer opportunities for local people to perform traditional dances and music due partly to young people 

increasingly gravitating toward Western cultures, but the country’s dance traditions have been carried on by 

dance companies belonging to the Ethiopian National Theater and by private dance troupes.

　To identify major characteristics of Ethiopian traditional dances, we used a motion capture system to 
digitally record five types of traditional local dances: Wollo dance in the north, Gurage dance in the mid-

west, Konso dance in the south, Somali dance in the east, and Oromo dance in the mid-south. In particular, 

analysis was performed of speed variations of dancers’ shoulder and hip movements, angle variations of 

their shoulder and hip lines, and the movements of their arms and knees. We also conducted interviews 

with local dancers about our analysis results.

　As a result, basic performance characteristics of each dance were identified. It was also found that in a 
dance that seems to emphasize the movement of specific parts of the body, the whole body is used to 

represent a variety of expressions. The interviews conducted based on analysis results have enabled us to 

promote a better understanding of performance characteristics and desired movements of each dance.

Keywords : Ethiopia, dance, motion capture, performance characteristics
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